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(3) (2) 

芸
術
家
等
の
育
成

二
―
世
紀
に
我
が
回
が
心
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会

を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
文
化
の
振
興
を
一
層

図
り
、
文
化
大
国
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
炉
必
要
で

あ
る
。こ

の
た
め
、
＇
平
成
一
三
年
度
の
文
化
庁
予
算
に
つ

い
て
は
、
「
文
化
に
よ
る
心
豊
か
な
社
会
の
実
現
」
に

向
け
て
、
総
額
で
f
対
前
年
度
比
一

0
0億
円
（
一

ニ
。
四
％
）
増
の
九

0
九
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

平
成
一
三
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
特
に
、
地
城

に
お
け
る
文
化
活
動
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の

屈
悶
を
大
幅
に
拡
充
し
た
と
こ
ろ
で
あ
ッ
兄
心
翌
か

メ
デ
ィ
ア
芸
術
。
映
画
芸
術
の
振
興

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
ゲ
ー
ム
ソ

フ
ト
な
ど
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
創
作
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
優
れ
た
作
品
の
顕
彰
、
発
表
及
び
鑑

賞
の
場
を
提
供
す
る
「
文
化
庁
メ
デ
（
ア
芸
術
祭
」
、

ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
創
造
活
動
に
役
立
つ
各
穂

の
情
報
や
作
品
発
表
の
場
な
ど
を
提
供
す
る
「
メ
デ

ィ
ア
芸
術
プ
ラ
ザ
」
(

h

ttp:/
/
p
l
a
z
a
.
b
u
n
k
a
.
g
o. 

]
p
/
)
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

ま
た
、
メ
デ
~
ィ
ア
芸
術
の
基
整
と
し
て
も
期
待
さ

れ
る
映
画
芸
術
の
振
興
を
図
る
た
め
、
優
秀
映
画
の

顕
彰
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平
成

一
三
年
度
は

r

地
域
に
お
い
て
企
画
さ
れ
た
作
品
の

製
作
に
対
す
る
助
成
や
地
域
で
公
開
さ
れ
る
作
品
の

上
映
支
援
を
開
始
す
る
な
ど
、
映
画
芸
術
振
興
の
た

め
の
予
算
の
大
幅
な
拡
充
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

多
彩
で
豊
か
な
芸
術
創
造
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る

た
め
に
は
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
優
秀
な
人
材
を
得

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
我
が
国
の

若
手
芸
術
家
等
が
国
内
外
に
お
い
て
専
門
的
な
研
修

を
行
う
機
会
や
、
海
外
の
芸
術
家
が
我
が
国
で
研
修

を
行
う
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
の
「
芸
術
フ
ェ
ロ
ー

シ
ッ
プ
」
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、
人
々
が
本
当
に
心
の

盤
か
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
地
域
に
お
い
て
文
化

的
な
環
境
が
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
新
た
な
事

業
等
に
よ
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力
と
個
性
の
あ

る
多
様
な
文
化
の
振
興
を
図
っ
て
い
く

C

多
彩
で
豊
か
な
芸
術
を
生
み
出
す
源
泉
は
、
芸
術

家
や
芸
術
団
体
の
自
由
な
発
想
に
基
づ
く
創
造
活
動

に
あ
る
。
文
化
庁
で
は
f
．
こ
れ
ら
の
創
造
活
動
を
側

面
か
ら
支
援
す
る
親
点
に
立
ち
r

芸
術
創
造
活
動
の

活
性
化
の
た
め
の
環
境
の
整
梱
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

で
あ
る
新
国
立
劇
場
に
お
い
て
は
、
我
が
国
の
次
代

の
芸
術
界
を
担
う
創
造
性
豊
か
で
、
世
界
に
通
用
す

る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、
平
成
一

0
年
度
か
ら
オ

ペ
ラ
研
修
を
実
施
し
て
い
る
が
、
一
―
―
一
年
度
は
新
た

に
バ
レ
エ
研
修
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

C

平
成
―
―
―
一
年
度
は
、
以
下
の
新
規
事
業
を
中
心
と

し
て
、
地
峨
に
お
け
る
文
化
活
動
を
総
合
的
に
支
援

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

①
『
地
域
芸
術
文
化
活
性
化
事
業
（
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
）
』

特
殊
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
へ
の
補
助
金
に

よ
り
r

地
域
に
お
け
る
芸
術
文
化
活
動
を
総
合
的
に

支
援
し
、
地
域
文
化
の
活
性
化
を
図
る
。

②
『
ふ
る
さ
と
文
化
再
興
事
業
』

地
域
の
個
性
豊
か
な
伝
統
文
化
の
継
承
。
発
畏
を

図
る
た
め
f
．
民
俗
芸
能
等
の
地
域
の
伝
統
文
化
活
動

の

総

合

的

な

支

援

を

行

う

。

＇

R
『
公
立
文
化
会
館
活
性
化
事
業
』

子
ど
も

9

青
少
年
に
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
鑑
嘗
さ

せ
る
と
と
も
に
日
頃
接
す
る
こ
と
の
な
い
公
浪
の
舞

台
裏
を
見
学
さ
せ
る
な
ど
、
舞
台
芸
術
を
ま
る
ご
と

体
験
さ
せ
る
「
芸
術
文
化
総
合
体
験
事
業
し
を
実
施

す
る
e

ま
た
、
公
立
文
化
会
鮪
に
対
し
芸
術
文
化
に

関
す
る
情
報
提
供
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
「
芸
術
情

ク
で

行
う
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
t
研
修
と
技
術
較
員
研
修

を
追
加
し
て
実
施
す
る
。
さ
ら
に
r

芸
術
文
化
活
動

の
企
画
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
芸
術
監
督
等
の
専
門
家

を
「
芸
術
文
化
活
動
支
援
員
」
と
し
て
公
立
文
化
会

館
に
派
遣
し
、
公
立
文
化
会
館
に
お
け
る
創
造
活
動

へ
の
支
援
を
行
う
。

④
『
学
校
の
文
化
部
活
動
活
性
化
事
業
』

児
童
。
生
徒
の
芸
術
を
愛
好
す
る
心
を
育
て
、
心

豊
か
な
教
育
の
再
興
に
資
す
る
た
め

r

優
れ
た
舞
台

芸
術
の
公
演
実
績
を
有
ず
る
芸
術
団
体
を
小
。
中
＇

高
等
学
校
の
体
育
館
に
派
遣
し
、
公
演
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
う
と
同
時
に
、
文
化
部
活
動
の
指
導
を

行
う
「
芸
術
文
化
ふ
れ
あ
い
敦
室
」
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
地
域
の
伝
統
文
化
の
担
い
手
や
地
域
の
芸
術

家
。
芸
術
団
体
の
指
導
者
を
小
・
中
。
高
等
学
校
へ

派
遣
し

r

文
化
部
活
動
の
指
導
を
行
う
「
文
化
部
活

動
指
導
者
派
遣
」
を
実
施
す
る
。

⑤
『
芸
術
団
体
等
の
活
動
基
盤
整
備
事
業
』

都
道
府
県
へ
の
補
助
金
に
よ
り
、
芸
術
団
体
及
び

伝
統
文
化
保
存
団
体
の
活
動
基
盤
の
整
備
に
対
す
る

支
援
を
行
う
。

こ
の
ほ
か
、
従
釆
か
ら
の
継
続
事
業
と
し
て
、
国

民
文
化
交
流
の
推
進
の
た
め
、
全
国
規
模
の
文
化
の

祭
興
で
あ
る
「
第
一
六
回
国
民
文
化
祭
」
（
平
成
一
三

年
―
一
月
三
日

1
-
―
日
群
馬
県
）
、
高
校
生
に
よ

る
芸
術
文
化
活
動
の
発
表
の
場
で
あ
る
「
第
二
五
回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」
（
平
成
一
三
年
八
月
三

63 
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平
成
八
年
度
よ
り
芸
術
創
造
揺
遮
事
業
（
ア
ー
ツ

プ
ラ
ン
2

1

)

を
開
始
し
、
我
が
国
の
舞
台
芸
術
の
水

準
の
向
上
を
図
る
上
で
、
直
接
的
な
牽
引
力
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
団
体
の
公
演
活
動
な
ど
に
対
し

支
援
を
実
籠
し
て
お
り
、
一
三
年
度
は
過
去
最
大
の

拡
充
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
特
殊
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
に
お
い

て
も
、
芸
術
文
化
振
興
基
金
（
政
府
か
ら
の
出
資
金

五

0
0億
円
、
民
間
か
ら
の
出
克
ん
，
金
一
ー
ニ
億
円

の
合
計
六
―
二
億
円
）
の
運
用
益
な
ど
に
よ
り
、
文

化
活
動
に
対
し
て
助
成
を
実
施
し
て
い
る
。
一
三
年

度
は
、
三

0
億
円
の
墜
怠
的
増
資
を
行
し
多
'

9

、'の

(1) 

芸
術
創
造
活
動
へ
の
支
援

62 
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国
宝
・
重
要
文
化
財
（
建
造
物
、
美
術
工
芸
品
）

や
伝
統
的
建
造
物
群
を
適
切
に
保
存
し
、
次
世
代
に

継
承
す
る
た
め
、
計
画
的
な
保
存
修
理
実
施
の
充
実

を
図
る
。
特
に
原
材
料
の
不
足
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

檜
皮
葺
屋
根
の
葺
替
え
に
つ
い
て
は
、
技
能
者
の
育

成
・
資
材
確
保
の
方
策
も
含
め
重
点
的
に
取
り
組
む
。

防
災
に
関
し
て
は
、
木
造
で
燃
え
や
す
い
国
宝
・

重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
を
火
災
の
被
害
か
ら
最
小

限
に
防
ぐ
た
め
、
防
火
、
消
化
等
の
防
災
施
設
を
設

置
し
、
あ
わ
せ
て
周
辺
環
境
の
保
全
等
の
充
実
を
図

る
。
ま
た
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）

を
災
害
か
ら
守
る
た
め
特
に
、
現
存
す
る
建
造
物
か

ら
移
動
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
の
も
の

に
対
し
て
防
災
管
理
に
万
全
を
期
し
、
防
火
、
消
火

四
文
化
財
の
保
存
修
理
等

(4) 

国
語
に
関
す
る
問
題
に
関
し
、
敬
語
を
中
心
と
す

る
言
葉
遣
い
の
問
題
や
ワ
ー
プ
ロ
等
の
普
及
に
よ
る

表
外
漢
字
（
常
用
漢
字
表
に
な
い
漢
字
）
の
字
体
の

問
題
、
国
際
化
時
代
の
日
本
語
の
在
り
方
や
外
来

語
・
外
国
語
増
加
の
問
題
、
日
本
人
の
姓
名
の
ロ
ー

マ
字
表
記
の
問
題
に
つ
い
て
、
国
語
審
議
会
は
、
平

成
―
二
年
―
二
月
、
「
現
代
社
会
に
お
け
る
敬
意
表

現
」
、
「
表
外
漢
字
字
体
表
」
及
び
「
国
際
社
会
に
対

応
す
る
日
本
語
の
在
り
方
」
を
答
申
し
た
。
文
化
庁

で
は
、
こ
れ
ら
答
申
の
趣
旨
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
周

知
を
図
っ
て
い
る
。

な
お
、
国
語
審
議
会
は
平
成
―
二
年
末
を
も
っ
て

廃
止
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
同
審
議
会
が
行
っ
て
き
た
国

語
に
関
す
る
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
平
成
一

三
年
一
月
か
ら
新
た
に
設
置
さ
れ
た
文
化
審
議
会

（
国
語
分
科
会
）
に
お
い
て
引
き
続
き
審
議
検
討
さ
れ

る。
文
化
庁
で
は
、
外
国
人
等
に
対
す
る
日
本
語
教
育

の
推
進
を
図
る
た
め
、
関
係
省
庁
等
と
の
連
携
・
協

存
整
備
・
活
用

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
・
活
用
を
図
る
た

め
、
修
理
等
の
整
備
を
行
う
「
記
念
物
保
存
修
理
」

事
業
の
充
実
を
匿
る
。
ま
た
、
史
跡
等
の
保
存
の
た

め
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
公
有
化
事
業
に
対
す
る

国
庫
補
助
の
充
実
を
図
る
。

埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
費
用
負
担
が
困
難
な

個
人
住
宅
建
設
等
の
開
発
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
に
対
す
る
国
庫
補
助
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
埋

蔵
文
化
財
保
護
と
開
発
事
業
と
の
調
整
の
円
滑
化
を

す
す
め
る
。

力
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
地
域
の
日
本
語
教
育

の
中
心
と
な
る
指
導
員
の
研
修
・
相
談
事
業
等
を
実

施
す
る
ほ
か
、
日
本
語
教
育
実
態
調
査
の
実
施
、
日

本
語
教
育
支
援
総
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
の

構
築
、
外
国
人
日
本
語
能
力
試
験
や
日
本
語
教
育
能

力
検
定
試
験
の
実
施
、
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
及
び
中
国

帰
国
者
に
対
す
る
日
本
語
教
育
施
策
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
国
立
国
語
研
究
所
に
お
い
て
調
査
研
究

や
国
際
共
同
研
究
、
日
本
語
教
員
研
修
、
教
材
開
発

等
を
行
っ
て
い
る
。

我
が
国
に
は
、
教
派
、
宗
派
、
教
団
と
い
っ
た
大

規
模
な
宗
教
団
体
を
は
じ
め
、
神
社
、
寺
院
、
教
会

等
の
様
々
な
宗
教
団
体
が
存
在
し
、
多
様
な
宗
教
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
（
宗
教
法
人
数
は
、
約
一
八
万
三

0
0
0。)

宗
教
法
人
制
度
を
規
定
す
る
宗
教
法
人
法
（
昭
和

二
六
年
に
公
布
・
施
行
）
の
目
的
は
、
一
定
の
宗
教

団
体
に
法
人
格
を
与
え
、
自
由
で
自
主
的
な
活
動
を

行
う
た
め
の
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
に
あ
る
。

平
成
七
年
の
宗
教
法
人
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

新
た
に
宗
教
法
人
に
義
務
付
け
ら
れ
た
事
務
所
備
付

け
書
類
の
所
轄
庁
へ
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
一

0
年
よ
り
本
格
的
に
始
ま
っ
た
が
、
平
成
一
．
一
年
は
、

文
部
科
学
大
臣
所
轄
の
宗
教
法
人
の
う
ち
九
七
・
八

％
（
前
年
同
）
か
ら
提
出
が
あ
り
、
不
活
動
法
人
を

さ
ら
に
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
つ
い

て
は
、
木
造
建
造
物
が
集
中
す
る
な
ど
、
一
般
地
区

に
比
べ
て
防
災
上
危
険
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
計
画

的
に
防
災
施
設
の
整
備
を
図
る
。

伝
統
文
化
を
支
え
る

人
材
養
成
・
確
保

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）

が
行
う
後
継
者
養
成
・
技
芸
錬
磨
の
た
め
の
経
費
の

助
成
対
象
人
数
を
一
〇
八
名
か
ら
一
―
二
名
に
拡
充

す
る
な
ど
、
重
要
無
形
文
化
財
の
後
継
者
の
養
成
・

確
保
を
図
る
。

．

．

 

ま
た
、
文
化
財
の
保
存
に
欠
か
せ
な
い
伝
統
的
な

技
術
・
技
能
で
あ
る
選
定
保
存
技
術
の
伝
承
者
養
成

事
業
に
対
し
て
補
助
し
、
選
定
保
存
技
術
の
伝
承
者

の
養
成
・
確
保
を
図
る
。

(3) 

ア
イ
ヌ
関
連
施
策
の
推
進

平
成
九
年
五
月
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
民
族
と
し
て

の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
図
り
、
あ
わ

せ
て
我
が
国
の
多
様
な
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
「
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に
ア

イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す
る
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
に

関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
た
。
文
化
庁
に
お
い
て
は
、

同
法
に
基
づ
く
指
定
法
人
に
対
し
て
、
ア
イ
ヌ
関
連

施
策
の
推
進
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
な
ど
、
平

成
一
三
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
ア
イ
ヌ
文
化
の

(l) 
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と
し
て
い
る
。

巳
外
国
人
等
に
対
す
る

日
本
語
教
育
の
推
進

巾
国
語
施
策
の
改
善

日
1
七
日
福
岡
県
）
を
実
施
す
る
。

除
い
て
ほ
と
ん
ど
全
て
の
宗
教
法
人
が
書
類
提
出
制

度
の
趣
旨
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
書
類
提
出
制
度
に
よ
っ
て
、
所
轄
庁
は
宗
教

法
人
の
運
営
に
つ
い
て
継
続
的
に
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
宗
教
法
人
に
と
っ
て
も
管
理
運
営
の
適
正

化
の
契
機
と
な
っ
た
。
ま
た
、
従
来
そ
の
把
握
が
困

難
で
あ
っ
た
い
わ
ゆ
る
不
活
動
宗
教
法
人
の
実
態
把

握
が
可
能
に
な
り
、
文
化
庁
で
は
、
不
活
動
宗
教
法

人
の
整
理
促
進
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
と
も
、
関
係
者
の
一
層
の
理
解
と
協
力
を
得
、

引
き
続
き
改
正
宗
教
法
人
法
の
適
正
な
実
施
に
努
め

て
い
く
。

文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
、
文
化
等
の
正
し
い

理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
と
な
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
適
切
な
保
存
・
活
用
を

図
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
文
化
庁
に
お
い
て
は
、
平
成
一
三
年

度
も
引
き
続
き
、
文
化
財
を
大
切
に
保
存
し
て
次
世

代
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
公
開
・
活
用

し
、
広
く
国
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
、
次
の
よ
う

な
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

著
作
権
制
度
は
、
文
化
的
な
活
動
の
所
産
で
あ
る

著
作
物
の
創
作
行
為
の
基
盤
と
な
る
制
度
で
あ
る
。

文
化
庁
に
お
い
て
は
、
近
年
の
情
報
技
術
の
発
達
等

に
よ
る
著
作
物
の
利
用
形
態
の
多
様
化
等
を
踏
ま
え
、

必
要
な
施
策
を
積
極
的
に
進
め
て
き
て
お
り
、
特
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ヘ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
先
進
国

中
で
日
本
の
み
が
「
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
」
に
関
す
る
権

利
を
著
作
権
法
に
明
記
す
る
等
、
我
が
国
の
著
作
権

保
護
は
世
界
最
高
水
準
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
日
々
変
化
・
発
展
し
て
い
く
技
術
に
対
応
し

て
、
様
々
な
課
題
も
存
在
し
て
お
り
、
今
後
と
も
こ

の
よ
う
な
課
題
に
順
次
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。著

作
権
法
制
の
整
備

俳
優
等
の
実
演
家
や
放
送
事
業
者
の
権
利
の
拡
大

に
つ
い
て
、
条
約
の
策
定
に
向
け
た
国
際
的
な
動
向

に
も
留
意
し
つ
つ
、
検
討
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
「
学

校
」
、
「
公
民
館
」
、
「
図
書
館
」
等
で
の
情
報
技
術
の

活
用
の
増
大
に
対
応
し
、
著
作
物
の
利
用
に
関
す
る

例
外
規
定
等
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
る
。

64 



文敬・科学施策の進展宣平成l8年度の展望

ゆ
文
化
情
報
の
シ
ス
テ
ム
化
の
推
進

ー
契
約
シ
ス
テ
ム
の
改
善

①
著
作
権
等
管
珪
事
業
法
の
円
滑
な
導
入

著
作
権
処
理
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
規

制
緩
和
を
実
施
す
る
た
め
、
昭
和
一
四
年
制
定
の

「
著
作
権
仲
介
業
務
法
し
を
廃
止
し
て
新
た
に
「
著

作
権
等
管
理
事
業
渋
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
新
制
度
の
下
で
著
作
権
等
管
理
事
業
の
適
正

な
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
一
三
年
一

0
月

一
日
の
施
行
に
向
け
、
説
明
会
の
開
催
等
の
必
要

な
対
応
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
c

②
権
利
に
関
す
る
情
報
提
供
の
窓
口
の
統
一

適
切
か
つ
円
滑
な
契
約
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
図

る
た
め
、
様
々
な
権
利
に
関
す
る
情
報
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
提
供
す
る
「
著
作
権
権
利
惰

報
集
中
シ
ス
テ
ム
(
J
I
C
I
S
)
」
の
構
築
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

?
。
フ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
責
任
の
明
確
化

ネ
ッ
ト
上
で
の
著
作
権
侵
害
が
増
大
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
「
名
音
毀
損
墓
守
の
問
題
と
あ
わ
せ
て
、
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
に
対
し
て
他
人
の
櫂
利
を
侵
害
す
る
情

報
の
「
削
除
」
を
求
め
る
手
続
や
、
そ
の
情
報
の
「
発

信
者
」
に
関
す
る
情
報
の
開
示
の
た
め
の
制
度
を
導

入
す
る
新
法
を
総
務
省
を
中
心
に
準
備
し
て
お
り
r

必
要
な
協
力
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

3

著
作
桁
敦
育
の
充
実

金
、
施
骰
費
補
助
金
に
よ
る
必
要
な
財
政
措
置
を
毎

年
度
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

国
立
劇
場
で
は
、
歌
舞
伎

r

能
楽
、
文
楽
、
演
芸

な
ど
の
伝
統
芸
能
を
、
原
作
を
尊
重
し
た
正
し
い
形

で
の
公
開
や
伝
承
者
の
養
成
な
ど
の
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
新
国
立
劇
場
で
は
、
オ
ペ
ラ
a

バ

レ
エ
＇
現
代
舞
踊
。
演
劇
な
ど
の
現
代
舞
台
芸
術
の

公
演
、
実
測
家
の
養
成
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
い

る。
特
殊
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
に
よ
り
殷
置
。

管
理
さ
れ
て
い
る
国
立
劇
場
及
び
新
国
立
劇
場
は
、

我
が
国
の
舞
台
芸
術
の
拠
点
と
し
て
、
引
き
続
き
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
関
係
各
方
面
か
ら

期
待
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
運
営
の
充
実
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

国
立
博
物
館
等
が
収
蔵
す
る
文
化
財
・
美
術
品
に

関
す
る
情
報
、
同
立
劇
場
等
の
公
演
や
国
公
立
の
文

化
施
設
等
に
関
す
る
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築

し
、
各
機
関
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
情
報
提

供
を
行
う
と
と
も
に
、
公
立
：
私
立
の
博
物
館
等
と

も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す
る
。

⑭
国
立
劇
場
』
和
国
立
劇
場
の

運
営
の
充
実

著
作
権
保
證
に
関
す
る
意
朦
向
上
の
た
め
i
•
各
種

の
講
習
会
の
開
催
の
ほ
か
、
•
著
作
権
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
た
マ
ン
ガ
に
よ
る
読
本
を
作
成
し

r

全
国
の
小
学
六
年
生
及
び
中
学
三
年
生
の
生
徒
に
毎

年
度
配
布
し
て
い
る

C

国
際
的
施
策
の
展
開

情
戟
技
術
(

I

[

T

)

の
進
展
等
に
対
応
し
た
著
作

権
分
野
の
国
際
的
施
策
の
展
開
と
し
て
r
W
I
P
o

（
世
界
知
的
所
有
権
機
関
）
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
新
条
約
の
策
定
作
業
等
に
参

画
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
。
太
平
洋
諸
国
を

対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
等
の
連
携
協
力
事
業

の
一
層
の
充
実
を
図
る
。

文
化
振
興
の
た
め
の

基
盤
整
備

国
立
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
文
化
発
信
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
の
高
度
化
が
求
め
ら
紅
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
一
三
年
度
に
お
い
て
は
、
国
立

国
際
美
術
陪
移
転
新
営
工
事
を
引
き
続
き
進
め
る
。

ま
た
、
九
州
同
立
博
物
館
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、

口
一
年
度
に
実
施
し
た
「
建
築
実
施
殷
計
」
を
踏
ま

え
た
「
建
築
工
事
」
の
着
手
等
を
行
う
こ
と
と
し
て

i

o
 

，．，芦，^
―国

際
的
な
芸
術
交
流
を
進
め
、
新
た
な
世
界
文
化

の
創
造
に
寄
与
す
る
た
め
、
「
芸
術
創
造
推
進
事
業

（
ア
ー
ツ
プ
ラ
ン
2

1

)

」
の
「
国
際
芸
術
交
流
推
進
」

を
実
施
し
て
、
芸
術
団
体
の
海
外
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
や
我
が
匪
で
開
催
さ
れ
る
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
及
び
海
外
の
芸
術
家
。
芸
術
団
体
と
の
国
際
共
同

制
作
を
支
援
す
る
。

ま
た
、
若
手
芸
術
家
に
海
外
で
の
研
修
の
機
会
を

提
供
す
る
な
ど
の
「
芸
術
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
L

を
引

き
続
き
実
施
す
る
が
f
特
に
「
芸
術
家
在
外
研
修
」

と
、
海
外
の
優
れ
た
芸
術
家
を
我
が
国
に
招
へ
い
す

る
「
海
外
芸
術
家
招
へ
い
研
修
」
に
つ
い
て
は
、
平

成
―
―
―
一
年
度
は
、
中
固
か
ら
の
招
へ
い
枠
を
拡
充
（
八

↓

1
0
人
）
す
る
と
と
も
に
、
韓
国
か
ら
の
招
へ
い

枠
も
拡
充
（
四
↓
六
人
）
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

我
が
国
の
優
れ
た
文
化
財
を
広
く
海
外
に
紹
介
し
、

相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
日
本
古
美
術
品
の
海
外

展
を
実
施
す
る
。

平
成
一
三
年
度
は
、
英
国
に
お
け
る
大
型
日
本
文

化
事
業
「
JA
P
A
N
2
0
0
1
J
が
計
面
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
心
事
業
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
大
英
博
初
館
に

已
文
化
財
の
国
際
交
流
。
協
力

(1) 

芸
術
文
化
の
国
際
交
流
。
協
力
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田
国
立
文
化
施
設
等
の
整
備

巳
国
立
博
物
館
・
美
術
館
等
の

独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行

（已）

権
利
保
護
の
実
効
性
の
確
保
や

著
作
物
の
円
滑
な
利
用
の
促
進

(3) 

天
皇
陛
下
御
在
位
十
年
を
記
念
し
て
整
備
さ
れ
る

全
国
的
な
公
募
展
や
大
型
企
画
展
等
を
行
う
新
国
立

美
術
展
示
施
設
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
e

ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
（
仮

称
）
に
つ
い
て
は
、
一
三
年
度
は
実
施
設
計
を
完
了

す
る
と
と
も
に
、
建
設
工
舌
争
に
着
手
す
る
。

国
立
組
踊
劇
場
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、
運
営
や

施
設
等
に
つ
い
て
具
体
的
検
討
を
行
う
「
国
立
組
罰

劇
場
（
仮
称
）
設
立
準
備
調
査
会
」
の
開
催
、
所
要

の
調
査
及
び
資
料
収
集
等
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成

一
五
年
度
の
開
場
を
目
指
し
て
平
成
―
二
年
度
か
ら

建
設
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。

国
立
博
物
館
（
東
京
国
立
博
物
誼
、
京
都
国
立
博

物
館
r

奈
良
国
立
博
物
館
）
、
国
立
美
術
館
（
東
京
国

立
近
代
美
術
館
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
国
立
西

洋
美
術
館
、
匡
立
国
際
美
術
館
）
、
国
立
国
栢
研
究

所
、
国
立
文
化
財
研
究
所
（
東
京
国
立
文
化
財
研
究

呵
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
）
は
、
平
成
一
三
年
マ

四
月
よ
り
独
立
行
政
法
人
と
な
る
。

独
立
行
政
法
入
制
度
の
主
な
特
色
の
一
っ
と
し
て
、

固
は
各
法
人
に
対
し
て
一
定
期
間
中
の
中
期
目
標
を

定
め
、
後
年
度
に
事
業
評
価
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

各
法
人
は
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
よ
り
禅
カ

的
で
効
果
的
な
遮
営
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

な
お
、
独
立
行
政
怯
人
化
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
業

誇
、
役
割
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
国
＇
刀
＇
『
認
現

で
「
古
代
日
本
の
聖
な
る
美
術
」
展
を
開
催
し
、
両

国
の
交
流
を
深
め
る
。

ま
た
世
界
の
優
れ
た
文
化
財
は
人
類
共
通
の
貴
重

な
遣
定
で
あ
る
と
の
防
殿
の
下
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
歴

史
的
建
造
物
の
保
存
修
復
事
業
等
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
我
が
匡
の
文
化
財
の
四
昇
遺
産
へ
の
登
録
の

椎
進
と
、
世
界
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
取
組
を
遮
め

る
。
ま
た
、
海
外
の
博
物
館
、
美
術
館
が
所
蔵
す
る

日
本
古
美
術
品
で
保
存
状
態
が
隠
く
、
緊
急
に
修
復

を
必
要
と
す
る
絵
画
、
工
芸
品
類
の
優
れ
た
作
品
を

対
象
と
し
て
修
復
協
力
を
行
う
「
在
外
日
本
古
美
術

品
の
修
復
協
力
事
業
」
を
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
文
化
財
保
叢
に

関
す
る
国
際
協
力
を
推
進
す
る
た
め
、
「
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
世
界
遺
産
等
文
化
財
保
護
協
力
推
進
事
業
」

と
し
て
、
＇
平
成
一
一
年
八
月
に
設
置
さ
れ
た
財
団
法

人
ユ
ネ
ス
コ
。
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
遺
産
保

護
協
力
事
務
所
に
お
い
て
、
二
ニ
年
度
も
、
文
化
財

保
護
関
連
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、
文
化
財
保
護
計

画
の
策
定
等
の
研
修
、
世
界
遺
産
に
関
す
る
国
際
会

議
の
開
催
等
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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[
9
：
次
号

(

5

月
号
）
予
告

▽
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
て
と
は
よ
く
言
っ
た

も
の
で
、
彼
岸
が
過
ぎ
た
ら
桜
が
い
っ
せ
い
に

開
花
し
、
例
年
に
比
ベ
一
週
間
厄
ど
早
く
、

文
部
科
学
省
の
中
庭
の
桜
も
三
月
下
旬
に

満
開
に
な
り
ま
し
た
。

▽
匡
月
は

r

入
学
式
、
転
勤
の
時
期
。

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
が
黄
色
い
カ
バ
ー
元
を

付
け
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
歩
い
て
い
る

姿
を
見
る
と
微
笑
ま
し
く
な
り
ま
す
。
省
内

で
は
、
転
入
者
、
転
出
者
が
あ
ち
こ
ち
で
挨

拶
す
る
様
子
も
見
ら
れ
、
こ
の
時
期
に
な
る

と
何
と
な
く
複
雑
な
気
持
ち
に
な
る
の
も

転
勤
を
何
回
も
経
験
し
て
き
た
者
の
心
境

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▽
さ
て
、
今
月
号
は
「
文
教
。
科
学
施
策
の

進
展
」
の
特
集
で
｀
．
平
成
―
―
―
一
年
度
の
文
部

科
学
行
政
の
展
望
を
教
育
・
科
学
。
学
術
。

ス
ポ
ー
ソ
・
文
化

r

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
ご
と

の
ボ
イ
ン
ト
の
施
策
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
科
学
―
二
局
の
施
策
が
加
わ
り
ま
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
一
読
く
だ
さ
い
。

▽
特
集
の
関
係
で
、
新
企
画
の
掲
載
は
五

月
号
か
ら
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
も
多
く
の
方
々
の
御
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
の
誌
面
づ
く
り
と
な
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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